
 

 

 

 

 

 

 

 

 

プログラム内容                                                     

津久井やまゆり園 芹が谷園舎 訪問 

地域の中ですべての人が分け隔てなくつながるために、障がいのある方や障がい者施設と、地域と

の関わりについて考えました。 
 

施設紹介 

津久井やまゆり園は、社会福祉法人かながわ共同会が運営する県立の知的障がい者福祉施設で

す。相模原市で活動していましたが、平成 28 年の事件から、港南区芹が谷の県立ひばりが丘学園

跡地に平成 29 年 4 月芹が谷園舎として仮移転し、活動を再スタートしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時：令和２年１月 29日（水） 10時～11時 25分 
会 場：津久井やまゆり園 芹が谷園舎 
参加者：25名（1期～7期 卒業生） 

日中支援課の白石さん、野口さんからやまゆり園の普段の活動や、現在行っている地域との

関わりについて紹介がありました。 

藤田校長から 
 
 津久井やまゆり園芹が谷 

園舎とは年に３回ほど懇談 

会をさせていただいています。 

地域は障がいのある方に対して理解がある

と思っています。みんなでやまゆり園を育て

ていきましょう、一緒に共生していきましょ

う、というのが私の願いです。 

入倉園長から 
 
 いろいろとご心配をいただいて 

おります。津久井やまゆり園の 

利用者は元気に過ごしており、 

職員についても変わらず利用者の支援にあ

たっていますので、どうかこれからも見守っ

ていただきたいです。 

これから毎年のように、地域の方に来て

いただけるような、そんな芹が谷園舎にして

いきたいと思います。 



施設内見学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループに分かれて意見交換 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設の紹介を受けたあと、施設内を見学しました。活動室・看護課・生活課を案内してもら

い、利用者の普段の様子や施設の機能について理解を深めました。 

グループ別意見交換での意見（抜粋） 
 
・障がい理解については体験しないと分からないことがたくさんあると思うので、子どもたちも、

この施設での体験ができれば良いと思う。 
 
・小学生の受け入れは良い取組だと思う。 
 
・近所に施設がなく、あまり障がい理解をしていない人が、どうしたらこのような施設に来てもら

い学んでもらえるのかを考えることが大切。機会を作って理解を広げられれば良いと思う。 
 
・地域の連携を意識されていて、行事への参加、施設の開放をしている事には感心した。 
 
・地域から施設にイベント参加の声をかけるのに気が引けるという気持ちもある。施設からも

地域に声をかけてほしい。 
 
・イベントなどで、この作業だったら協力してできるという部分は依頼したい。 
 
・地域と施設、お互いに情報交換をすることが大事。 

「地域と障がい者施設、どんな交流があると良いか」について５つのグループに分かれて意見

交換をしました。 



 

 

 

 

 

 

 

学びのまとめ 集計結果                                                   

出席 25 名 回答数 22 件 回収率 88％ 

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答 

17 4 ０ ０ 1 

78％ 18％ ０％ ０％ 4％ 
 
受講生の声（抜粋） 
◎見学ができて大変良かった。利用者の様子を知ることができた。 
◎何が必要で、何ができるかということについて、とにかくお互いに知る事が大事。 
◎ボランティアだけでなく、地域のみなさんと普通に交われると良い。 
◎お祭りなど地域のイベントがあるときに、自然に交流できると良い。 
◎「知らない」ことが差別につながってしまうと思う。「知らせる」ことはできるので、子ども達へさらに発
信したい。 
◎福祉体験を地域の子どもたちにさせたい。子どもの頃から当たり前な交流ができると良い。 
◎地域と施設、お互いに情報を交換し合うことが大切。 
◎こういう機会が無いと知ることができないのが現状。多くの人が参加できる見学会があると良い。 

山田支援部長から 

施設は地域の理解を求め 

ることに一番苦慮しています。 

地域の行事に参加するという 

取組を行う施設がありますが、地域と施設の

双方が理解しあう機会があっても良いと思い

ます。足を運び、感じてもらって、施設の建

て替えを行いますので、今後も一緒に活動

していけると良いと思います。 

お互いが関係性を作るには「あいさつ」が

一番大事です。気軽に寄っていただけるよう

な施設を作っていきたいと思います。 

 

学び舎ひまわり 大同窓会 
同日、ウィリング横浜にて全卒業生を対象に「学び舎ひまわり大同窓会」を開催しました。 

20 名が集まり、近況報告や講座の思い出話に花が咲きました。 

 

内海先生から 

地域と施設、双方が交流 

することで、顔見知りの関係 

ができ、見守りの目が増えま 

す。お互いを知るということが原点であり、双

方の理解をする場がないと正しく理解するこ

とにはならないと思います。 

津久井やまゆり園芹が谷園舎は地域との

交流を多く行っていると思います。ボランティ

アに来てほしい場合は、どういったことをして

もらいたいか、などを公表してもらえると、ボ

ランティアも参加しやすくなるのでより多くの

人が集まり、交流が進むと思います。 


